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KRAS変異陽性は膵癌の 68%（195/283），MSIは 0%（0/283），CIMP陽性は 12%
（34/283）であったが，いずれも Fusobacterium属との関連は認められなかった．一
方，Fusobacterium属陽性の膵癌は不良な予後と有意な相関を示した（hazard ratio: 
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その結果、膵癌組織において Fusobacterium DNA が 8.8%の症例で認められ，
Fusobacterium陽性群は陰性群に比べ有意に予後不良であることが明らかになった。また、
膵癌において、CpG island methylator phenotype (CIMP) 陽性群は予後不良と相関した
が、Fusobacteriumと CIMP statusの関連は認められないことが示された。これらの結果
より、Fusobacterium が膵癌の生物学的悪性度に影響を与える可能性が示唆された。本研
究成果は、膵癌の発生・進展の機序を解明する上で重要な知見と考えられ、本論文は博士
論文に値するものと認められた。 
 
 
 
 
